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土系舗装の現状と課題

放置竹林の再生から生まれた竹チップ舗装(1)

工学部 社会デザイン工学科 教授 佐藤 研一

● 吸水力が高い
● 繊維質である

1 研究背景 竹林の現状と有効利用

□輸入量の増大、生産者の減少

□竹林が放置され、竹林保護のため
伐採された竹廃材（廃棄物）が大量に発生
（繁殖力が強いため定期的な伐採が必要）

現在では、竹チップ・竹フレーク・
竹粉などへ加工が進められている。

竹廃材の有効利用 が求められている。

・堆肥として農業分野への利用
・飼料として畜産分野への利用

【加工品の性質】

現状

1981年 竹林面積14万4千ｈａ

30年 2011年 竹林面積16万1千ｈａ

九州で顕在化
する竹の問題

ヤフオクドーム
約2400個分

建設分野への活用の可能性

2 研究目的 竹の特性を用いた新しい土系舗装材料の開発

土系舗装のひび割れ劣化対策と歩き
心地の改善が強く求められている。

景観性、ヒートアイランド
対策等から、公園・緑地に
おいて注目されている。

《土系舗装》
舗装材料が引張りに
弱く、さらに乾湿繰
返しに伴うひび割れ
が発生し，長期耐久
性に問題あり．

竹繊維力効果の期待

西日本新聞：
2013年8月1日

3 竹チップを用いた土系舗装材料の強度・変形特性

試験に用いた材料及び試験条件 強度・変形特性

土質試料

最適含水比で締固めて施工
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放置竹林の再生から生まれた竹チップ舗装(2)

工学部 社会デザイン工学科 教授 佐藤 研一

4 竹チップを用いた土系舗装の施工事例・・・全国各地で大好評！

5 あなたの街でも竹チップ舗装を施工してみませんか？

■

■

のり面施工・
防草対策

材料選定、材料配合条件、施工方法を福岡大学・道路・土質研究室がしっかりサポートします。

施工現地の竹を有効活用します。

舗装材料の製造方法 特願2010-165185 NETIS 登録中

竹チップ舗装のビジネスパートナーになりませんか？


